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防災情報の伝え方が変わりました
　平成 30 年 7 月の豪雨による災害を教訓に、内閣府は「避難勧告等に関するガイドライン」を改定しました。
この中では、住民が「自らの命は自らが守る」意識をもち、自らの判断で避難行動をとるという方針が示され
ており、自治体や気象庁等から発表される防災情報により、住民がとるべき行動を直感的に理解しやすくなる
よう、5 段階の警戒レベルにより防災情報が提供されることとなりました。

避難勧告等に関するガイドライン　～ 5 段階の警戒レベル～

■「警戒レベル」と「住民がとるべき行動」及び「避難情報等」の関係は以下のとおりです。

警戒レベル 住民がとるべき行動等 避難情報等

警戒レベル 5 ・既に災害が発生している状況です。
・命を守るための最善の行動をとってください。

災害発生情報
※災害が実際に発生してい
　ることを把握した場合に
　可能な範囲で発令

警戒レベル 4
全員避難

・避難してください。
・指定緊急避難場所までの移動が危険と思われる
  場合は、近隣の安全な場所への避難や建物内の
　より安全な部屋へ移動等の緊急の避難をして  
　ください。

避難勧告
避難指示（緊急）
※地域の状況に応じて緊急
　的又は重ねて避難を促す
　場合等に発令

警戒レベル 3
高齢者等は避難

・避難に時間のかかる高齢者等の「要配慮者」は 
  避難をしてください。その他の人は避難の準備
  をし、自発的に避難してください。

避難準備・
高齢者等避難開始

警戒レベル 2
・避難場所や避難経路、避難のタイミング等の再
  確認、避難情報の把握手段の再確認・注意等避
  難に備え自らの避難行動を確認してください。

注意報

警戒レベル 1 ・防災気象情報等の最新情報に注意する等、災害
  への心構えを高めましょう。

警報級の可能性
※今年から「早期注意情報」
　と名称変更

警戒レベル 1 と 2 は気象庁が発表し、警戒レベル 3 ～ 5 は役場から緊急にお知らせします。
※各種の情報は、警戒レベル 1 ～ 5 の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります　
　のでご注意ください。

◎問い合わせ先　企画振興課企画振興係（内線 207・208・289）


